
LFPI News Letter Summer 2000 No12``液体 清 澄 化"雑 記

本年の四月､私 共の会社が

合弁企業を運営している中国の

宜興市と北京に於て粉体工学

の講演会を施行する為､創 価

大学の山本先生に御 同行願い､

一緒に十日間旅をした時のこと

である｡私 としては約三十年前

より度々中国へは仕事で往来している訳であるが､最 近の

急激な国力の発展振りには本当に驚かされている｡それで

も宜興市のホテルに宿泊した時､風 呂の水が以前に比べ

て随分きれいになったと感心したものであるが､そ の事を

山本先生に話すと､｢えっ､こんなに黄色い色をしているの

にこれでも良くなった方なのですか?｣と びっくりされた｡事

実可成り前迄は上海でも､北 京の一流ホテルでも風呂に

タオルをつけるとタオルの色が真黄色に変色したものであ

った｡何 とか日本のろ過技術でせめて飲み水だけでも日

本の水道の様に出来ないものかと何時も考えていたものだ

った｡私 が今回北京のホテルに宿泊した時､風 呂の水は

無色透明だったのである｡恐 らく一部の高級ホテルだけの

設備であるのかも知れないとは思っても間違いなく中国の

都市にも､"液 体清澄化"の波は押し寄せている事を実感

して何故かうれしくなったものである｡そうはいっても中国と

いう国は黄砂の影響のせいかどうかは判らないが､川 という

川､湖 という湖､殆 ど泥水である｡更 にせっかくすばらしい

お茶を生産しても飲料水が悪くてお茶の味を殺してしまう｡

随分良くなったとはいうものの中国に於ける"液体清澄化

技術"の潜在的需要は日本の比ではないと思われる｡旅

の途中船下りをしたが長江の支流の小三峡で私は中国で

初めて川底の見える水に出会った程である｡

私どもの今回の粉体講演会のテーマは"日本に於ける

ナノテクノロジ-の実際"というものであった｡当社も韓国の

企業と合同でゾルゲル法による超微粒の製造に力を入れ

ている所なので中国の需要を喚起させたいという狙いもあ

った｡山 本先生には気相法による製造技術について講演

して戴いた｡超 微粒の応用例についても色々のケースが紹

介された訳であるが､中 でもセラミックろ過材料の製作に

ナノサイズ粒子の焼成で多大の空隙を生成させる技法も

紹介され､関 係会社より現場的な質問が相次いで非常な

盛況で終える事が出来た｡

私共の会社は粉体処理機械と計測機器の専門メーカ

ーであり､ろ過器メーカーの各社は私共のお客様という認

識が強かった訳であるが､昨 今の異業種交流の動きの中

で当社も健康食品の製造販売を行う様になり､今ではそ

の比重が年々増加する様になって来ている｡そうした商品

の開発段階に於て専門的なろ過技術のノウハウが必要に

なりつつあるが､残 念ながら経験のある先輩企業の御援助

を仰がなければならないだろうと私は感じている｡一見当

社が 日本液体清澄化技術工業会に参加させて戴いてい

る事が何か場違いの印象を与える気がしないでもないが､

私としては積極的に関与させて戴いて企業間の交流を深

め色々と御指導を賜りたいと真剣に考えているのである｡



本年4月3日 ～7日 に亘り､ブライトン(イギリス)で第8回 世

界濾過会議が開催された｡本 会議は､ろ 過をはじめ､圧 搾､

沈降､遠 心分離等の固液分離を中心に固気分離や膜分離

も対 象とする国際会議であり､1979年 にロンドンで第1回 が

開かれて以来､約20年 振りにイギリスで開催の運びとなった｡

4月 初旬とはいえ､コートが欠かせないほどの肌寒い気候では

あったが､会 議の会場は研究者らの熱気に包まれていた｡

会議では36に 及ぶセッションが設けられ､212件 の口頭発

表と69件 のポスター発表が行われた｡6つ の会場で同時に発

表が進行したため､筆 者が拝聴できた発表には限りがあるが､

そのいくつかを下記に紹介する｡

3件 のプレナリースピーチがあり､そのうち1件 はFane氏(オ

ーストラリア)による"NewInsightsfromNon-Invasive

ObservationsofMembraneProcesses"と 題するもので

あった｡ビ デオ画像を駆使した発表では､様 々なろ過現象に

おけるinsitu観 察の重要性が我々にも十二分に伝わり､興

味深い発表内容であった｡筆 者の発表は混合系のろ過にお

けるろ過ケーク特性を物理化学的な観点から考察したもので

あり､多 数の質問を浴び､こ の研究テーマの重要性が認識さ

れたものと感じた｡同 様な物理化学的観点から主として理論

的アプローチがDueck氏(ド イツ)らによっても発表された｡日

本からの発表には､二 酸化炭素ガスを用いた活性汚泥の加

圧浮上分離(九 工大)､ア ルギン酸塩のゲル化反応によるコロ

イド粒子の除去(鈴 鹿高専､岩 田氏)､断 続的電場による電

気浸透脱水(小 山高専､吉 田氏)､容 積可変型全 自動脱水

機の開発(栗 田機械､伊 藤氏)な どがあり､いずれも完成度の

高い研究あるいは技術発表であり､フロアーからの注 目を集め

ていた｡Lu氏(台 湾)らは､圧 力に対して大きな変形能を有

するソフトゲル粒子のデッドエンドおよびクロスフローろ過の特

異な挙動を見い出した｡Aimar氏(フ ランス)らは､精 密ろ過

膜面上に粘土粒子のダイナミック膜を形成させてBSAと ヘモ

グロビンの混合溶液からBSAの みを選択的に透過させること

に成功している｡Judd氏(イ ギリス)らは浄水処理における精

密 ろ過 と凝 集 処 理 の 複 合 効 果 につい て 論 じてい る｡

Wanichkul氏(フ ランス)らは､切 削油エマルジョンのクロスフ

ロー限外ろ過において､圧 力の増加がゲル層の抵抗の増加を

引き起すことを明らかにしている｡Heikkinen氏(フ ィンラン

ド)らは超音波を照射してろ過を行うと､ろ過ケークの含水率

が著しく低下することを示した｡Neis氏(ド イツ)らは清澄ろ

過におけるろ液の粒度分布の測定から粒状層内の勇断流に

よってマイクロフロックの崩壊が起こることを示唆している｡

大会途中の5日 の夕べには隣接するグランドホテルでGala

Dimerが 開かれ､出 席者の活発な交流が行われた｡デ ィナー

では､世 界濾過学会 日本会を代表して会長の渥美氏より主

催者側に記念品が贈呈された｡

会議では､ろ 過装置やろ材などの展示会､企 業の技術者の

ための短期講習会なども併設され､産 業界からも大きな関心を

集めた｡イギリスのFairey社 からは､星 形流路を持つセラミック

膜が展示され､筆 者の興味を引いた｡乱 流促進効果とろ過面

積の増大が期待できるとのことである｡

筆者もその一人ではあるが､会 議の合間を縫って､ブ ライトン

近郊やロンドンなどに観光を楽しむ研究者も多く､あちこちで会

議の出席者と出会わせ照れつつも､記 念写真を撮り合った｡

次回､第9回 の会議は､ア メリカのニューオリンズで2004年4

月に開催されることに決定した｡今､環 境負荷低減化が叫ばれ､

その中でろ過技術がキー･テクノロジーの一つとして改めて注 目

されている折り､4年後にどのような新理論が展開され､ま たどの

のような新技術が現れるのか楽しみなところである｡

〈名古屋大学大学院教授 入谷 英司〉



2000年6月15日､16日 と2日 間にわたり大阪で｢見 学会と

講演会』が行われた｡見 学会は武田薬品工業(株)大 阪工場

C-70工 場棟及び大阪市水道局柴 島浄水場であり､講 演は

4題 行われた｡参 加者は講師を含めて62名 であった｡

第1日 目､午 後1時 に武田薬品工業(株)に集合､松 本代表

幹事の挨拶と武 田薬品工業(株)の 方の説明の後工場見学

が行われた｡内 容は工場見学が30分､会 社説明のビデオが

30分 であった｡C-70工 場棟は､錠 剤を作る工場であるため､

液体清澄化という観点では直接それと関連する部分を見学

することはできなかった｡しかし､原 材料の確認､秤 量から始

まり､最 終製品の確認まで一連の工程を見ることができた｡

錠剤の外観検査およびマーキングは､1分 間に6000個 という

高速で行っていた｡この工場は数十名程度しか働いていない

ようであるが､武 田薬品工業(株)の 売り上げの3分 の1を生産

しているとのことである｡ビ デオの内容は薬の研究開発の様

子と錠剤の製造工程を映し出していた｡

ヒト遺伝子の解明と病気の構造を突き止める｡そ れを解決

する新薬はロボットを使い様々な反応を24時 間体制で自動

的に検査することができる｡従 来人間が行っていた6000倍 の

スピードで新薬を探し出すとのこと｡今 後の製薬業界はこのよ

うな設備を持った大手製薬会社でなければ新薬の開発は不

可能なのだろうか｡液 体清澄化に関する内容は講演で行わ

れた｡武 田薬品工業(株)の 場合､医 薬品の材料(バ ルク)を

生産している山 口県の光工場がそれにあたる｡バルクの製造

では大量の水を使い､排 水処理が必要である｡そ れらの内容

について詳細な説明が武田薬品工業の武内氏から行われた｡

講演はそれに続き､｢医 薬を支える分離精製技術｣(日 本

錬水:栗 原氏)､｢環 境ホルモンと測定法｣(武 田薬 品工業:

藤本氏)､｢ビ ール醸造における固液分離プロセスの現状と今

後｣(サ ントリー:梅 澤氏)により講演があった｡

日本錬水の栗原氏からは､医 薬における精製の講演があっ

た｡医 薬の精製には､ろ 過､遠 心分離､吸 着等があるが､今

回は吸着とクロマトについての話しが主であった｡

次に環境ホ

ルモンについて､

武田薬品工業

の藤本氏より丁

寧な説明が行

われた｡現在騒

がれているさま

ざまな原因物質

の多くは､特 定できていないものが多いようである｡英 国では

人畜 由来の女性ホルモンが魚の雌化の原因物質ではないか

との見方があるとのことである｡つ まり人間も環境物質を出し

ている疑いがあるということである｡最 後に環境ホルモン分析

を酵素免疫測定法(ELISA)で 測定する内容についての説明

があった｡GC-MSな どと比較して､誰 もが簡単に測定できる

方法である｡サ ントリーの梅澤氏からは､ビ ールを造る行程

において分離､ろ 過の役割を丁寧に説明いただいた｡講 演

会の後､武 田薬品工業(株)か らホテル プラザオーサカに場

所を移動し､交 流会が行われた｡普 段はなかなか異業種(接

点はあるが携わっている仕事が異なる)の方々とは談話する機

会がないため､こ のような会に参加することにより有意義な時

間をもつことができた｡

第2日 目､柴 島浄水場に集合｡こ の浄水場は大阪で最も古

くかつ淀川の最下流にある浄水場である｡近 年高度浄水処

理方式に変更､そ の全容を見学することができた｡2度 のオゾ

ン処理と活性炭吸着池が特徴である｡従 来の異臭が大幅に

緩和されたとのこと｡オゾンが大気に放 出されるのを防ぐため

の方法が随所に見られた｡活 性炭の寿命は5年 程度もつとの

ことだが､そ の後､新 しい活性炭を使うか､再 生するかは現段

階ではまだ決めていないとのこと｡

浄水場見学の後バスにて山崎のサントリー工場を見学､解

散｡今 回は大阪で行ったということ､また1泊2日 の日程である

にも関わらず､関 東方面からも多くの人が参加し､関 心の高さ

が伺われる｡また､今 回の行事を企画していただいた委員の

方々､会 場と工場見学､講 演を担当していただいた武田薬品

工業(株)､柴 島浄水場の方々に感謝 申し上げます｡

<リオン(株)一 条 和夫〉



去る5月15～18日 の4日 間､東 京ビックサイトにて 日本食

品機械工業会の主催による国際食品工業展が開かれ国内

外合わせて約500社 が出展され､来 場者は国内外含め約10

万人を越え活況の内に終了しました｡

この展示会は食品機i械･装 置及び関連機器に関する技術

並びに情報の交流と普及をはかることを目的としたもので食

品製造加工機､衛 生管理機器(フィルター含む)､鮮 度管理

機器､包 装関連機器､輸 送搬送機器､環 境対策機器､計 測

分析関連機器､そ してHACCPエ ンジニアリング関連の各ゾ

ーンが設けられました｡そ れぞれのブースは食品から来るイメ

ージを最大限生かすよう工夫がされ視覚面からも味覚･衛 生

面が訴えられるような小間作りになっていたのが印象的でした｡

またここ数年､こ の工業展で 目を引くようになったものとして､

HACCP(危 害分析重要管理点)に対応するための生産シス

テム･運 営管理システムに関するソフト面･ハ ード面での出展

が増えていることが挙げられます｡(HACCPに 関するプレゼ

ンテーションも多く開催されておりました)また､環 境 関連機i器

としての減容機器やリサイクル容器また再資源化技術なども

多く出展されていたことも目を引きました｡これらHACCP･環

境への対応がこの業界のトレンドになっていることが浮き彫りに

されていると実感しました｡

なお､ろ 過関係としてのフィルターメーカーの出展は残念な

がら数社の出展にとどまっており､同 業界にとってフィルター

は必要不可欠な機能･要 素であるだけに今後できる限り多く

のフィルターメーカーが出展され技術と情報の交流を深める

ことを念じてやみません｡〈(株)ロ キテクノ 田辺 一成〉

平成12年6月14日 ～16日 の3日 間､第13回 インターフェ

ックス ジャパン(医 薬品･化 粧品･洗 剤製造技術国際展)が

リードエグジビジョンジャパン(株)主 催により東京ビックサイト

で開催された｡今 回の出展企業数は280社 で､前 年度(210

社)と比較しても過去最多記録となり､入場者数も22,645名

と約L5倍 を記録した｡

インターフェックス ジャパンは医薬品･化 粧品･洗 剤を製

造･研 究 開発するための機器を結集した展示会として世界

各 国で知られており､又 昨年度から始まった 同時開催の

FDA(米 国政府/食 品･医 薬品局)メンバーによる専 門技術

セミナー(日 本における規制変更､FDA査 察:原 薬の主眼

点､ク リーニングバリデーション､医 薬品製造における新エン

ジニアリング技術､最 近の品質規制など18の セミナー)､出

展社による製品･技 術PRセ ミナープログラムへの来場も多く

の参加者が見込まれた｡

会場内では来場者が出展社製品の見学をスムーズに行う

為､バ イオ機器､滅 菌･クリーン化機器､プ ラントエンジニアリ

ング､原 料･中 間体加工機器､工 場設備 備 品､プ ロセス測

定･検 査機器などの12の ゾーン別に区画化されており､効率

的に出展製品の見学ができる事もあり来場者からも好評で

あった｡

各ゾーン別の内訳としてはやはり原料･中 間体加工機器ゾ

ーンに来場者が集中しており､か なりの盛況ぶりをみせ､ま た

各医薬 品･化 粧品･洗 剤業界の中でも現段階での研究･製

造に関して機器導入を検討されている方が多く見うけられた｡

〈みつほ工業(株)山 地 浩之〉



総 捲 報 告

当工業会の第一回･海 外視察(第26回ACHEMA視 察と

欧州液体清澄化技術 動向調査)は､松 本代表幹事を団長

として膜分離技術振興協会と共催で5月18日(木)～28日

(日)の 日程で実施｡総 勢26名 の鐸々たるメンバーが参加さ

れ､11日 間の過密スケジュールを精 力的かつ正確にこなし､

全員元気で無事帰国致しました｡

成田(5/18)→ コペンハーゲン経由→ストックホルム(5/18,19)

→オスロ(5/20,21,22)→ フランクフルト･ダルムシュタット

(5/23,24,25)→ モルシャム･ストラスブール(5/26)→ チューリッ

ヒ(5/27)→ 成田(5/28)の ルートで､アヘマ展示会の他にも6社

を訪問し､技 術動向の調査･交 流を行いました｡訪 問先のレポ

ートは､そ れぞれ参加諸氏より報告いただけるので､旅 行中感

じたところを思いつくまま述べてみたいと思います｡

小生も日頃は､国 内営業活動の他､中 国や韓国へも頻繁

に出張し､社 業の発展につとめておりますが､今 回も改めて

感じたことが､"井 の中の蛙"と いう言葉であり自身の常識の

少なさである｡ドイツが､国 を挙げて押し進めている環境保護

政策の一部をアヘマ会場でコーラを買い求めた時､容 器回収

方法の具体的なシステムを知り､オスロ湾を観光した翌 日に

VESA社 のプラントを見学･説 明を受けてみて､あ の美しい景

色と水を守るシステムが理解できた｡時 々､面 喰った背の高

すぎる?男 性用便器は別として､そ の形の多様さと使用方法

などなど･…･､学 ぶことが多くありました｡

この様に国内で生活する中では､あ たり前として捉えられて

いることが､国 外ではあたり前で無くなることが多くあります｡

日頃､物 事を進める中で､こ のあたり前が頭の中を占めている

限り､何も起こらないし､何 も改善し得ないのだと思います｡た

まには､"な ぜ?"を3回 くり返してみて､発 想の転換が出来れ

ば､オ リジナルな商品やシステムの開発ができるのであろうと､

思いを深くした次第です｡最 後に､微 力ながら本視察団の幹

事を務めさせていただきましたが､参 加諸氏の資質の高さと

団体行動の心得の良さには感心させられました｡も ちろん､こ

の旅行のプランナーである日置氏の企画･行 動力に負うところ

が多くありますが､ま ずもって､立 派な視察調査になりましたこ

とを関係各位に感謝したい｡〈 常磐(株)藤 原 良男〉

幽O羅 膿MA謙"O◎ につ い て

ACHEMA2000は､去 る5月22日 から27日 の日程でフラ

ンクフルトにて開催された｡3年 に一度開催されるこの化学機

器 関連の一大総合展示会は､多 くの出展社と来場者数で知

られている｡この度の出展社数は､97年 の前回と比べて9%

増 え4,000社 という発表があった｡本 誌創刊 号でもACH:

EMAに ついて触れたが､展 示総面積は約145,600㎡ で主な

展示区分としては､メ カニカルプロセス､エ ンジニアリング､

ポンプ･コンプレッサー&バ ルブ､バ イオテクノロジー､マ イクロ

テクノロジー､サ ーマルプロセス､計 測･制 御･自 動化技術､

研究･開 発､環 境保護､包 装･貯 蔵技術､材 料技術､労 働安

全などなどである｡

小生は弊社展示の準備を控えており､5月!8日 に日本を

発った｡会 期中のフランクフルトの気候は不安定で気温も低く､

日中晴れたのは1～2日 程度だったように記憶している｡そ う

した天候の影響と欧州の景気 自体があまり思わしくない事も

あってか､出 展社数の伸びとは逆に､来 場者数は前回よりも

低下したようだ｡

小生は､フ ィルターメーカーのブースが多いメカニカルプロ

セスの展示ホールを中心に廻ってみたが､特 に目についたの

はUSフ ィルターのブースで､豊 富な製品群を武器に各分野

毎に広い展示スペースを確保し､世 界を席巻するような勢い

が感じられた｡当 工業会からも､アルフア･ラバル､ミリポア､ザ

ルトリウス､ベ カルト､日機装､ロ キテクノ､などの各社が出展

していたが､成 果はどうであったろうか｡欧 州視察団のメンバ

ーも時折 ､弊 社ブースへお寄り頂き､しばし歓談の時を持つ

など､楽 しく過ごす事が出来たが､"と にかく疲れます"という

のが合言葉のようになってしまった｡この展示会を隅々まで見

るにはかなりの時間と体力を必要とする為､あ らかじめ出展社

リストをチェックして目標を絞っておけば効率の良い見学が出

来るものと思っている｡次 回ACHEMAは3年 後となるが､そ

の頃には当会もさらに大きく発展しているであろうし､再 度視

察 団が編成されれば､こ の度以上に成功するであろうと信じ

ている｡〈 富士フィルター工業(株)卜 部 兼好〉



Al齢 絵騰1祉

今回､ACHEMA視 察団に参加した｡この視察旅行には欧

州の各分野6社(内2社 はオプショナル)の 視察も同時に企画

されており､このうち5月19日 に最初に実施されたアルファ･

ラバル社Eskilstma工 場の工場見学について報告する｡

本工場はストックホルムの西に位置するEskilstunaに あり､

バスで約90分 のところにある｡会 社の歴史は約120年 と古く､

ミルクからクリームを製造するための遠心分離機を手がけた

のが始まりとのことである｡ヨーロッパには多数の遠心分離機

メーカーがあるが､そ の中でもアルファ･ラバル社は最も著名

な分離機メーカーのひとつである｡この工場では分離板型遠

心分離機の中･大 型機の生産に特化しており､従 業員は約

200名 である｡

説 明は学者肌 の風貌のMr.LEIFNYSTROMで､

PLANTMANAGERと のことである｡まず､企 業戦略の説

明があった｡激 化するコスト競争･客 先要求の増大等の背景

からコストダウン化･標 準化を図っており､我 国と同じような状

況に置かれている｡欧 州統合による関税の撤廃･競 争の激化

が背景にあると思われた｡次 いで本工場を含め､世 界に5つ

ある工場の生産品 目や人員規模､分 離板型遠心分離機iの

歴史と最新のモデル､組 織体系､生 産ラインなどの説明があ

った｡新 規マーケットの創 出にも力を入れており､最近 開発さ

れた回転筒直径が915mmと!170mmの 遠心分離機やサ

イクロン付きの遠心分離機については図面などを用いて力の

こもった説明であった｡

その後､生 産ラインの見学を行ったが､溶 接､加 工､組 立

て､検 査に至るまで生産 工程に沿った加工機械と冶工具の

配置がなされ.工 場全体が整然としていた｡最 新鋭の特殊

工作機i械や溶接ロボットなどが活躍しており､コストダウン化

や品質向上化の努力が感じられた｡ま た､会 社のコンセプト

が従業員の一 人一人まで徹底されているとの印象であった｡

密度の濃い内容であった為か訪問時間の4時 間はあっという

間であった｡〈 巴工業(株)吉 田 隆夫〉

閥鯵 ⑪醗 麟 祉

今 回､横 浜国立大学の松本幹治教授を団長とする｢第26

回アヘマ視察団｣に参加させて頂き､液 体清澄化･膜 分離に

関連した企業を見学する機i会を得たので報告する｡

ノルウェーの主都オスロの近郊に位置するナイコメッド社

(NicOmedImaging社)の オスロ工場(従 業員約500名)は

工場と住宅･店 舗が混在した閑静な場所に7棟 の建屋から構

成されている｡(他 にアイルランド･中国(上 海)･プ エルトリコに

工場がある)

当社は1997年10月 にライフサイエンス関連企業等と合併

した企業体の一部門として運営されている｡造 影剤メーカー

としてはSchering社 等と並ぶ世界的な規模を誇っており､

日本でも提携先(第 一製薬)よ り｢オムニパーク｣の商品名で

販売されている｡

日本の膜関連協会及び企業の訪問でもあり､UF膜 を用い

た使用実績を中心に説明があった｡日 本では注射用水の前

処理としてはRO(Reverseosmosis)膜 が一般的であるが､

ナイコメッド社では各工場ごとにろ過･処 理方法､機 器メーカ

ーも統一されておらず ､バ リデーションでの保証さえ担保され

ておれば問題ないという見解であった｡具 体的には製品溶液

を注用蒸留水で調製し､UF膜 にてろ過した後機械充填する

工程を採用している｡UF膜(プ レフィルターとしてO.45･0.22

μmフ ィルターを使用)にてエンドトキシン等に対する最終保証

を行うという非常にレベルが高く､加熱減菌が不要とも思われ

る工程フローであった｡

生産工程は工事 中とのことで見学出来ず非常に残念であ

った｡し かしながらビデオで見る限り日本の生産現場と全く同

様の方式であり､世界的にみても注射剤の製造に関しては少

なくともハード面での差異はなくなったと感じた｡

<ウェルファイド(株)永 石 信雄〉



一 コ
(英名=WESTFJORDWAST警WATεRCOMPANY)

オスロ市の60%と 近隣の市町村の下水(下 水+し 尿)を処

理している会社｡お およそ50万 人が対象｡設 備はすべて岩

盤をくりぬいた地下に在り､土 地代の節約､気 温･水 温(3～

17℃ で流入)変 動の影響を排除することに役立っている｡オ

スロ市より43kmも 離れており､排 水管にて7時 間の時間が

掛かるが､雨 などのときには排水管がバッファ効果を発揮す

る｡そ れでも処理しきれない場合は､会 社周辺のコミュニティ

ーへの配慮から都市部近郊にてオスロ湾へ放流｡通 常の処

理水は無殺菌にて海面下50mへ 放流｡従 来都市下水はオ

スロ湾に無処理で放流されていたが､60年 代の後半より湾

内の富栄養化が深刻になり､72年 よりまず､リ ン除去､次 い

で94年 より窒素除去を行っている｡順 次処理 目標を向上さ

せた結果､97年 よりリンは97%除 去､窒 素は70%除 去､処 理

時間4hrを 達成している｡処 理フロー一は凝集沈澱+硝 化脱窒

(無機多孔質担体を用いた固定床方式生物処理)+汚 泥の

メタン発酵+発 生メタンガスによるコジェネ発電処理(電 気･

熱エネルギーの40%自 給)､余 剰汚泥はコンポスト化｡フ ィル

タープレスには加熱方式を採用し､含 水率48%を 達成してい

る｡メタノールの価格変動が大きいことも含め､炭 素源を処

理工程 中から得る目的で､フ ローの改造を計画している｡

興味深いのは､装 置を地下(100×300m)に 設備したこと

と同時に運営が企業として行われている点である｡60年 代の

後 半 にオ スロ湾 の 汚 染 が 深 刻 にな ったとき､現 在 の

Directorで あるPaulSagberg氏 の提案が採用され､資 金

の運用を任されて現在に至っている｡従 業員は36名 で､徹

底した電子化により効率的な運用･コストダウンを目指してい

る｡また､将 来へ備えた研究 開発､パ イロットテスト､実 装置

化も積極的に行っており､公 共事 業民営化の究極の姿とも

言えるのではないか｡〈 オルガノ(株)田 村 真紀夫〉

赫欝 轄耀瞬G叢 飛縫

ACHEMA視 察 日程の3日 目を利用してフランクフルト近郊

のビール会社､HENNINGER社 の使用済み珪藻土再生設

備を見学させていただく為に工場を訪問した｡醤 油メーカー

においても珪藻土のリサイクルはこれからの大きな課題であり､

私にとってこの工場見学は最も興味があり､楽しみにしていた

イベントの一つであった｡

当 日､ア ウトバーンの渋滞に巻き込まれ少々遅刻して工場

に到着した我々のタクシーを出迎えてくれたのは気さくな若手

独身のLudgerHense氏｡さ っそく珪藻土再生設備を中心

にビール製造工程全体を案内してくれた｡歴 史を感じさせる

重厚な外観の工場の中では､古 い設備も大切に使われつつ

上手に新設備への更新がなされていた｡ビ ールの珪藻土ろ

過はキャンドルフィルターでなされており､そこから排出された

珪藻土の再生は概略下記の工程で行われていた｡

① タンクに投入した使用済み珪藻土に加水､苛 性ソーダを添加後､
80℃ に加熱して1時問擁搾し､酵母その他の有機物を分解する｡

② 上記スラリーをポンプでベルト式真空脱水機へ移送し､アルカリ
液脱水→硫酸水をシャワーして中和後脱水→水シャワーにてリ

ンス後脱水といった一･連の作業を行う｡

③ 脱水機より排出された珪藻土に加水し､水分75%の スラリー状で
タンク内に冷却保存する｡

この再 生珪藻土をバージン品と組み合わせて使用しており､

そのリサイクル率は70～80%に もなるとのこと｡現 在､ドイツ

では珪藻土を産廃として処理するとloOODM/t(5～6万 円)

も掛かるとのことでリサイクルに熱心なのもうなずける｡日 本

でも今後､産 廃処理費用は値 上がりする一方であり､リサイ

クルに注力せざるを得ないのは必須である｡そ の意味でこの

見学は大変有意義であり､参考になった｡

最後に我々一行は工場内の直営レストランに案内され､あ

つあつのシチュウと出来立てのビールに舌鼓を打った｡ち なみ

にドイツでは約200社､5000銘 柄以上のビールが生産され､

愛飲されているとのこと｡〈 キッコーマン(株)芝 原 博之〉



AM$c◎ 糊繍準AQUA社
(STERISGmbHの 化学部門の-つ)

視察団一行11名 は､日 本代理店の(株)マツボー中島取締

役と共にドイツの宿泊地ダルムシュタットから2時間強､215km

をライン川を右手に見ながら列車で北上し､ケルン近くの工場

を訪問した｡

ステリス社は米国に本拠地を置き､製 薬･医 薬業界向けの

機i器およびシステム販売･技 術サービスを実施しており､全世

界では従業員が4500人､売 上高は8億 米$と のことであった｡

その一部門であるアムスコフィンアクア社コローニュ工場は､凍

結乾燥装置の製造工場であり､従 業員は120人､売 上高は

0.2億 米$と のことであった｡

凍結乾燥装置は､棚 が多段に積層されている立方形ステ

ンレス製乾燥室とそれに直結されたコンデンサーおよびポン

プ系､制 御装置などから構成されており､さらに自動操作に対

応 出来るように自動 開閉扉であった｡ま たオプションとしてス

プレーあるいは過酸化水素などによる洗浄･殺 菌装置なども

準備されている｡本 工場ではラボおよびパイロット･商用規模

別に､そ れぞれLYOVACGT-2､6～30､40～900型(

LYOVACは 開発社名を登録商標名にしたもの､GTは 凍結

乾燥の独語の頭文 字､数 値は氷換算容量k:g)を 製造して

いる｡

おりしも工場では中国南京･ハ ルビン向けの大型機GT100

型とGT700型 の製作を完了し､仮 組み上げ後性能検査中で

あった｡さ らに納入実績表でも大型装置の多くが 中国へ納入

されているのが目についた｡この工場では板金加工から実施し

ており､ドイツならではの職人芸の息吹の一端を感じた｡

日本の納入実績は製薬会社を中心に15社 であり､競合会

社との位置付けに関しては高性能ではあるが高価格と認識し

ているため､凍 結乾燥機単体ではなくシステム全体での販売

を指向しているとの回答であった｡

〈日本錬水(株)織 田 賢治〉

晒 臨 脚 鞭 社

(Molsheim〈France>)

5月26日Strasbourgか らバスで走ること2時間､快 晴の空の

下､ラ イトブルーと白の瀟洒な外観を持つMolsheim工 場に着

いた｡出 迎えてくれたのは､こ の工場のPlant-Managerの

ClaudeSturni氏 であった｡先 ず､同 氏からMillipore社 につ

いての紹介があった｡設 立は､1954年(Bedford,USA)､全 世

界にISO9000取 得済みの13工 場､31の 子会社･支 店を持ち､

従業員は4200人､1999年 の売り上げ規模は771M$｡そ の中

でMolsheim工 場は3つの工場と20の子会社･支 店を持ち､全

社売り上げの30%を 構成するMillipOreinEurOpeの 本社機i

能と管理･財 務･補 給基地機能を合わせ持つ主力工場で生産

用製品(滅 菌グレードの各種フィルター､クロマトグラフィを含む

各種フィルターシステム)､多 様な分析用製品､お なじみの

Milli-Q等 の純水装置を生産している｡中 でも実験室用の純水

装置については当工場が全世界の生産拠点となっている｡従

業員数は550人 である｡この後､Production-Manager､

Supervisorの 方及び 日本から来られている大石さんに工場を

案 内していただいた｡IrelandのMillipore-Cork工 場で

生産(casting)さ れた膜シートからの円盤状フィルター打ち抜

き工程､プ リーツ型カートリッジの生産工程､MILLIDISK等 の

特殊フィルターの生産工程､Validationtest工 程等の他､手

作業で一点一点組み上げられている純水装置組立工場､製

品の精度を維持する為に外注に頼らず内作している各種フィル

ター主要部品の成形工場､培 地シャーレ生産工程等全工程を

っぶさに説明いただいた｡

全工程が清浄管理され､さ らに清浄度の高いボックス内に

納められた工程もあった｡製 品は使用する人の立場から設計

されていること､環 境に配慮されていることが工程見学･説 明

の端々から感じられた｡最 後の質疑応答を含め､技 術･方 針

等について積極的に説明開示しようとする同社の姿勢にも深

い感銘をうけた｡余 談ではあるが当工場には女性が多く､かつ

美人が多かった｡ス ウェーデンからノルウェー､ドイツと続いた

全 日程中､美 人が見あたらないとぼやいていた先生がおられ

たがMillipore社 に至り漸く納得されていた｡同 感であった｡

〈三菱レイヨン㈱ 上原 勝〉



鎌世紀に向けての液体清澄化技術について考える
く湘南国際村センター〉

西暦2000年 秋､液 体清澄化技術の発展史を振り返り､21

世紀を展望するシンポジウムが開催される運びとなった｡

日蘭修交400年 を迎えた20世 紀末の今年は､日 本にとっ

ては区切りの良い年でもあります｡鎖 国から貿易修交へと大

きな舵がきられ､幾 度もの世界大戦を経て今 日の日本の経

済発展が進行してきましたが､負 の遺産も増大して大きな社

会問題になっている事も見逃せません｡しかし､若 者を中心と

したアンケート調査にありますように､過 去に戻りたいとする人

々に比較して､現 在と未来に託して生きたいとする人々が圧

倒的に多いことは､こ の平和な 日本を許容し維持していきた

い証であるといえます｡

南半球で繰り広げられる平和の祭典､シ ドニーオリンピック

の余韻が残る10月5日(木)､6日(金)に､1泊2日 のスケジュー

ルで､LFPIの シンポジウムが開催されます｡人 々の生活環境

と高 度 経 済 社 会 の

工 業技 術 の基 盤 を

支えている､液 体清

澄化技術に関する内

容 豊富な講演とトー

ク､パ ネル 討論 が企

画されています｡ま さ

に､今 世 紀 最 後 の

:LFPIの 総 力を結集

したイベントであります｡一 人一人が自己の仕事と生活の原

点を振り返って､明 日の自己を展望する機会を多くの参加者

に提供したいと企画いたしました｡

プログラムの概要を説明しましよう｡

講演会(唱)で は､｢清 澄化技術の創造と展開｣と 題して､4

名の国内外の著名人に講演して頂く｡液体清澄化技術史の

中で100年 以上の歴史を有する遠心分離技術について､ス

ウェーデンのアルファラバル社より｡また､戦 後の石油化学･高

分子化学の進化の時代と共に発展してきた膜分離技術にっ

てUSAの ミリポアコーポレーションより｡さらに生命工学･ライ

フサイエンス進化の時代を支える吸着分離技術にっいて三

菱化学く株)より講演して頂く｡3講演を踏まえて､横浜国立大

学､大 矢晴彦教授から陰1世紀の液体清澄化技術｣と題し

た展望講演がある｡夕方の招待講演には､元農林水産省生

物資源研究室長の鮫島宗明氏より｢21世紀の環境問題を考

える｣と題して､主に植物の目からみた環境浄化問題を講演

して頂く｡立食パーティでは､講 演会の

演者と特に若い方々との活発な議論で

盛り上げて頂くように配慮しつつ､日 頃

会う機会の少ない方々の交流を深めて

頂きたいと考えています｡サ ロンでは｢

私の履歴書｣と題して､日 本の膜分離

技術の開拓者である工学院 大学の木

村 尚史教授(東 大名誉教授)よ り様々

な苦労話と将来展望をご披露していた

だく｡《株)トーケミE下 寛治社長､《株)セイシン企業 植 田玄

彦社 長のオーナー社長2名 から企業家精神と21世 紀のリー

ダーシップにつての纏蓄ある示唆に富むお話が聞けそうだ｡

ジョークと励ましの和やかな雰囲気で､年 齢を超えた聴衆の

真剣な眼差しがさらにこのサロンを盛り上げるであろうことが

今から期待される｡

講演会 ② では､｢グ ローバル化へ の戦略を考える｣と題

して､LFPIの 分科会､委 員会のメンバーからの報告と国立台

湾大学の呂維明教授から｢台 湾における液体清澄化技術の

現状と将来｣の 講演をして頂く｡21世 紀はアジアの時代であ

ると言われている｡日 本に次ぐ工業国の台湾の実情と将来の

展望講演を聞き逃す手はない｡

講演会(3)で は､｢21世 紀における共生と競争｣と 題して､

ユーザーとメーカーの講演者に5件 の講演をして頂き､そ の

後に横浜国立大学､松 本幹治教授の司会でパネルディスカッ

ションが行われる｡2日 間の纏めも含まれるが､21世 紀の液体

清澄化技術の向上発展と個々の参加企業の発展がどのよう

に有機的に結びついていくか､ど のように改革･持 続していく

かに関するヒントが聞けるものと思われる｡

<キッコーマン(株)古 川 俊夫〉


